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新しい時代 イザヤ書 11―12 章 

 
 第一部「ユダとエルサレムについての幻」の最後の 2 章である。悔い改めないユダとエ
ルサレムが、全滅の日を一日一日と近づかせる姿である。 
 年代的に言うと、前 740年、ウジヤ王の死んだ年に召命を受けたイザヤが、「心をかたく
なにするメッセージ」を宣教するように命令を受け、前 734年に、アラム(シリヤ)、イスラ
エル連合軍の侵入を前にしておびえるアハズ王の姿に、まずその応用篇を見た。更に、ア

ハズ王に謀反を企てて、アラム、イスラエルと連合しようとする民の姿の中にも、不信の

態度を見た。その後、ダマスコのレツィン、サマリヤのペカは殺され、代わってイスラエ

ルの王になったホセアも、謀反に気づいたアッシリヤ軍に攻められ、前 721 年にサマリヤ
は陥落し、イスラエル十部族は捕囚の地に連れ去られた。しかし、イスラエルを滅ぼした

アッシリヤは、ユダの助けになるどころか、かえってユダを悩ました(→Ⅱ歴 28：20-22)。
10：9の預言を見ると、北はカルケミシュからサマリヤに至るまで、ことごとくアッシリヤ
に滅ぼされ、ユダも風前のともしびであったことがわかる。この預言は、早くても前 717
年以後であるから、イザヤも召命を受けてから二十有余年、年齢も 45歳ぐらいであったと
思われる。若いときのような熱情や一方的な愛国心によって判断を左右されることなく、

厳しい目でユダとエルサレムの最後の日を見つめることができたに違いない。「心をかたく

なにするメッセージ」を宣教するように命じられた時、「主よ、いつまでですか」と聞き返

したイザヤは、今、主の答えを理解できるようになっていた。ユダは一度全滅しなければ

ならない。アッシリヤの猛威は、神のさばきの杖であり、むちである。高ぶりの木は倒さ

れる(6：13、10：33,34)。イザヤに与えられた 2 人の男の子の名も、預言の一部を構成し
た。「マハル・シャラル・ハシュ・バズ」の預言は成就した。しかし、全滅の後、「残りの

者」は帰って来る。そして同時に、不思議な「インマヌエル」預言が与えられた(7：14 以
下)。この「インマヌエル」預言が成就する時、そこには、全く新しい時代が開けるに違い
ない。それは、権力と組織によって達成する地上の不安定な平和ではない。霊にあふれる

インマヌエルの統治により、神と人が和解し、被造世界にも平和がもたらされ、全地から

新しく神の民が集められる。12章は、第一部の最後にふさわしい賛美の詩である。 
 
Aエッサイの根(11：1-5) 
 
１節 エッサイの根株から新芽が生え、 
その根から若枝が出て実を結ぶ。 

`hr<(p.yI wyv'îr"V'mi rc,nEßw> yv'_yI [z:GEåmi rj,xoß ac'îy"w>  WTT Isaiah 11:1 
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<エッサイの根株>。主が林の茂みを斧で切り落とし、切り株ばかりになった時、人
間の目からみるなら、それは全く絶望的な状況である(→6：13)。しかし神は、絶望
の中から、新しい芽を生えさせられる。ここで「ダビデの根株」と言われず、<エッ
サイの根株>と言われていることに注目したい。エッサイはベツレヘムの羊飼いにす
ぎなかった(Ⅰサム 16：1 以下)。「エッサイの子」という呼び方には、軽蔑の意味が
こめられていた(Ⅰサム 20：27、22：7-8、Ⅱサム 20：1、Ⅰ列 12：16)。イザヤは、
「インマヌエル」がダビデの家から生まれることを予期しながら、罪と背信のダビ

デの家でなく(7：13)、新しい時代にふさわしいメシヤ像を預言している(→マタ 1：
20、ロマ 1：3)。<エッサイ>という用語を選ぶことによって、イザヤは、「インマヌ
エル」と「ダビデの家」の間の連続性と非連続性を表現した。 

 
２節 その上に、主の霊がとどまる。 
それは知恵と悟りの霊、 
はかりごとと能力の霊、 
主を知る知識と主を恐れる霊である。 

x:WrÜ hn"©ybiW hm'äk.x' x:Wrô hw"+hy> x:Wrå wyl'Þ[' hx'în"w>  WTT Isaiah 11:2 

hw")hy> ta;îr>yIw> t[;D:Þ x:Wrï hr"êWbg>W ‘hc'[e 

 
「インマヌエル」には<主の霊>がとどまる(→ヨハ 1：33-34)。9：6-7の預言がこ
のみどりごが神またイスラエルの父である面を強調したとすれば、ここでは、聖霊

に満たされた面を強調する。「油注がれた者」は、名ヘマーシアハで、そこから「メ

シア」ということばができている。イザヤは、物質的な油ではなく、霊的な油を注

がれたメシア像を考えた。霊の現れは、知的、実際的、霊的の三方面から、二つず

つの用語を用いて表現される。 
 <知恵>(ヘホクマー)は、語源は「さばく」の意味。物事をさばき、判断するために
必要な資性が「知恵」である。それは分析的にでなく、総合的にとらえられている。

例えば、ソロモンは「知恵の人」であったが(Ⅰ列 3：12、4：29,34)、それは、物事
の判断にも現れ(Ⅰ列 3：16-28、5：7、10：1-3)、知識に現れ(Ⅰ列 4：33)、同時に、
詩情や文学的才能に現れた(Ⅰ列 4：32、箴言)。「知恵」は擬人化され、永遠のロゴ
スとしても用いられている(箴言 8章)。<悟り>(ヘビーナー)は、語源は「分ける」「区
別する」であるから、物事の真実を見抜く能力という意味(Ⅱ歴 2：12、ヨブ 38：4、
箴 9：10、イザ 27：11、29：24、33：19)。 

<はかりごと>(ヘエーツァー)は、9：6の「助言者」と同語源。<知恵と悟り>が実
際の行動や意思決定とかかわる時、はかりごとが必要になってくる。<能力>(ヘゲブ
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ーラー)は、語源は「強い」の意味。「力」(30：15)、「(戦)力」(36：5)また、神につ
いて、その「権威」(詩 54：1)、その「権力」(詩 66：7)、その「力あるわざ」(申 3：
24)などと訳される。 

<主を知る知識と主を恐れる霊>は、訳し難い個所である。「主についての知識と恐
れの霊」と訳せば、文字通りに近いと言える。「主について知る」ことは、単なる知

識ではなく、深い人格的な信頼関係を意味する(詩 9：10、エレ 31：33-34)。また「主
の恐れ」も、恐怖心よりも、神への信仰と敬虔が強調されている(出 14：31、ヨブ 1：
1、箴言 8：13)。 

 
３節 この方は主を恐れることを喜び、 
その目の見るところによってさばかず、 
その耳の聞くところによって判決を下さず、 

‘wyn"y[e haeÛr>m;l.-al{)w> hw"+hy> ta;är>yIB. AxßyrIh]w:  WTT Isaiah 11:3 

`x:yki(Ay wyn"ßz>a' [m;îv.mil.-al{)w> jAPêv.yI 

 
聖霊がとどまった結果生じる資性について述べられたが、3－5 節では、具体的な
状況での現れについて述べられる。まず、神との関係においては、<主を恐れること
を喜ぶ>。主への恐れが心のうちからあふれ出る姿勢である。また、人との関係にお
いては、このメシヤが王であり統治者であることを当然としている。さばきをする

場合、表面的な印象によって左右されない。 
 
４節 正義をもって寄るべのない者をさばき、 
公正をもって国の貧しい者のために判決を下し、 
口のむちで国を打ち、 
くちびるの息で悪者を殺す。 

rAvàymiB. x:ykiîAhw> ~yLiêD: ‘qd<c,’B. jp;Ûv'w>  WTT Isaiah 11:4 

`[v'(r" tymiîy" wyt'Þp'f. x:Wrïb.W wyPiê jb,veäB. ‘#r<a,’-hK'hi(w> #r<a'_-ywEn>[;l. 

 
５節 正義はその腰の帯となり、 
   真実はその胴の帯となる。 

`wyc'(l'x] rAzðae hn"ßWma/h'w> wyn"+t.m' rAzæae qd<c,Þ hy"h"ïw>  WTT Isaiah 11:5 
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<正義>(ヘツェデク)が 2 回繰り返される(→5：16 注解)。<寄るべのない者>とは、
権利を奪われた無力な者、<貧しい者>とは、搾取され、苦しめられている者を意味
する。いずれの場合も、社会的な無力さが焦点になっている。メシヤが来る時、彼

が社会的不正をただし、正義と公正を保つための手段は、地上的な権力、軍事力、

組織でなく、そのことばである。 
 
B 絶対的平和の樹立 (11：6―9) 
 
６節 狼は子羊とともに宿り、 
   ひょうは子やぎとともに伏し、 
   子牛、若獅子、肥えた家畜が共にいて、 
   小さい子どもがこれを追っていく。 

lg<[e’w> #B'_r>yI ydIäG>-~[i rmEßn"w> fb,K,ê-~[i ‘baez> rg"Üw>  WTT Isaiah 11:6 

`~B'( gheînO !joàq' r[;n:ïw> wD"êx.y: ‘ayrIm.W rypiÛk.W 

 
７節 雌牛と熊とは共に草をはみ、 
   その子らは共に伏し、 
   獅子も牛のようにわらを食う。 

!h<+ydEl.y: WcåB.r>yI wD"Þx.y: hn"y[,êr>Ti ‘bdow" hr"Ûp'W  WTT Isaiah 11:7 

`!b,T,(-lk;ayO* rq"ïB'K; hyEßr>a;w> 

 
８節 乳飲み子はコブラの穴の上で戯れ、 
   乳離れした子はまむしの子に手を伸べる。 

ynIëA[p.ci tr:äWam. ‘l[;w> !t,P'_ rxUå-l[; qnEßAy [v;î[]vi(w>  WTT Isaiah 11:8 

`hd"(h' Adïy" lWmßG" 

 
メシヤ来臨の結果は、地上の平和だけでなく、被造世界における平和の回復であ

る。<獅子も牛のようにわらを食う>。肉食獣が草食獣に転換する。ここでイザヤは
当然、堕落以前の被造世界を考えていたに違いない。そこではすべての動物が草食
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であった(創 1：29-30)。すべては平和であり、すべてはよかった。そして、人は創
造の冠であり、被造世界を治めるべきであった(創 1：26-28)。イザヤが未来の終末
的幻に目を注ぐ場合、まず、過去をしっかり見つめ、神が創造された調和ある平和

な世界に思いをはせていた。 
 
９節 わたしの聖なる山のどこにおいても、 
   これらは害を加えず、そこなわない。 
   主を知ることが、 
   海をおおう水のように、地を満たすからである。 

yvi_d>q' rh:å-lk'B. WtyxiÞv.y:-al{)w> W[rEîy"-al{)  WTT Isaiah 11:9 

p `~ySi(k;m. ~Y"ïl; ~yIM:ßK; hw"ëhy>-ta, ‘h['DE #r<a'ªh' ha'äl.m'-yKi( 

 
原文では、初めに<これらは害を加えず、そこなわない>があるので、前節のコブ
ラやまむしが無害であることを意味するととれるが、ヤングは、動物でなく、人を

指すと解釈する。6－8 節の被造世界の平和から、人間社会の平和へと言い及んでい
ると理解するのである。その場合、<これら>を「彼ら」と言い替えなければならな
いが、もちろん文法上可能である。主を知る知識の霊に満たされるメシヤが来て、

主を恐れることを喜びつつ、さばきと統治をする時、主への信頼と賛美が全地に満

ちあふれる。 
 
C 残りの者の帰還―シェアル・ヤシュブ―(11：10－16) 
 
 イザヤは、「シェアル・ヤシュブ」の預言の成就が、全地に散った神の民の帰還のうちに

見  られると考えた。6－9 節では、幻が、堕落以前の被造世界をパターンとして描かれ
たが、10－16節の幻は、出エジプトをパターンとして描かれる。こうして預言者の未来図
は、単なる夢想ではなく、過去における神のみわざの中に根を下ろし、同じ生ける神のお

働きによるものとして描かれた。600年前に、エジプトからイスラエルを贖い出された神は、
神のさばきによって全地に散らされたイスラエルをもう一度呼び戻される。 
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10節 その日、 
   エッサイの根は、国々の民の旗として立ち、 
   国々は彼を求め、 
   彼のいこう所は栄光に輝く。 

snEål. ‘dme[o rv<Üa] yv;ªyI vr<voå aWhêh; ~AYæB; ‘hy"h'w>  WTT Isaiah 11:10 

p `dAb)K' Atßx'nUm. ht'îy>h'w> Wvro+d>yI ~yIåAG wyl'Þae ~yMiê[; 

 
11節と切り離す注解者があるが、実際は不可能である。<その日>は、11節にも繰
り返され、重要な解釈の鍵となる(→2:2,12,4：2,10：20,12：1,4)。<エッサイの根>
→1節注解。<根>(ヘショーレシュ)は、1節と 53：2にも用いられる。このことばが
用いられることにより、メシヤ像は「目立たない、みすぼらしいもの」ということ

が強調される。それが<国々の民の旗として立ち><国々は彼を求め>るようになると
ころに、新しい時代の「新しさ」がある。その<栄光>が、この世の権力、金力、豪
華さによるものでないことは、もちろんである。 

 
11節 その日、主は再び御手を伸ばし、 
   ご自分の民の残りを買い取られる。 
   残っている者を、アッシリヤ、エジプト、 
   パテロス、クシュ、エラム、 
   シヌアル、ハマテ、海の島々から買い取られる。 

Adêy" ‘tynIve Ÿyn"Üdoa] @ysi’Ay aWhªh; ~AYæB; Ÿhy"åh'w>  WTT Isaiah 11:11 

 ~yIr:øc.MimiW rWV’a;me •raeV'yI rv<åa] AM+[; ra"åv.-ta, tAnàq.li 

`~Y")h; yYEßaimeW tm'êx]meäW ‘r['n>VimiW ~l'Ûy[emeW vWKªmiW sAråt.P;miW 

 
<その日>が繰り返される。<残り>(ヘシェアール)→4：3注解。<買い取られる>は、
普通の「買う」であるが、ここと、出エジプト記 15：16、詩篇 74：2では、明らか
に贖いの思想が表れている(→出 15：13、詩 77：15、イザ 43：1、51：10、エレ 31：
11)。<残っている者>は、動詞で、ヘシャーアルの受身語幹。神によって再創造され
た「残りの者たち」は、全地に残されている。<パテロス>は上エジプト、すなわち
エジプトとエチオピヤの中間地帯を指す。<クシュ>はエチオピヤ。<エラム>はペル
シャ湾の北東地方。<シヌアル>はバビロニア地方(→創 10：10)。<ハマテ>→10：9
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注解。<海の島々>は地中海岸を指す。 
 
12節 主は、国々のために旗を揚げ、 
   イスラエルの散らされた者を取り集め、 
   ユダの追い散らされた者を 
   地の四隅から集められる。 

tAcÜpun>W lae_r"f.yI yxeäd>nI @s:ßa'w> ~yIëAGl; ‘snE af'în"w>  WTT Isaiah 11:12 

`#r<a'(h' tApïn>K; [B;Þr>a;me #Beêq;y> ‘hd"Why> 

 
13節 エフライムのねたみは去り、 
   ユダに敵する者は断ち切られる。 
   エフライムはユダをねたまず、 
   ユダもエフライムを敵としない。 

WtrE_K'yI hd"ÞWhy> yrEîr>cow> ~yIr:êp.a, ta;än>qi ‘hr"s'’w>  WTT Isaiah 11:13 

`~yIr")p.a,-ta, rcoðy"-al{) hd"ÞWhywI) hd"êWhy>-ta, aNEåq;y>-al{) ‘~yIr:’p.a, 

 
10,11 節がもう一度繰り返される。<旗>とは、もちろん「エッサイの根」である。

<エフライム>は、北イスラエル十部族の代表名。イスラエルとユダの間に横たわる
最大の問題は<ねたみ>であることが明らかにされるが、「エッサイの根」が旗として
揚げられ、まことの平和が来る時、<ねたみ>も消滅する。 

 
14節 彼らは、西の方、ペリシテ人の方に飛びかかり、 
   共に東の人々をかすめ奪う。 
   彼らはエドムとモアブにも手を伸ばし、 
   アモン人も彼らに従う。 

WZboåy" wD"Þx.y: hM'y"ë ‘~yTiv.liP. @tEÜk'b. Wp’['w>  WTT Isaiah 11:14 

 !AMß[; ynEïb.W ~d"êy" xAlåv.mi ‘ba'AmW ~AdÜa/ ~d<q<+-ynEB.-ta, 

`~T'([.m;v.mi 
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15節 主はエジプトの海の入江を干上がらせ、 
   また、そのやけつく風の中に 
   御手を川に向かって揺り動かし、 
   それを打って、七つの水無し川とし、 
   くつばきのままで歩けるようにする。 

@ynIïhew> ~yIr:êc.mi-~y" !Avål. tae… hw"©hy> ~yrIåx/h,w>  WTT Isaiah 11:15 

 %yrIßd>hiw> ~yliêx'n> h['äb.vil. ‘WhK'’hiw> Ax=Wr ~y"å[.B; rh"ßN"h;-l[; Ad±y" 

`~yli(['N>B; 

 
 14 節は、文字通りの侵略ととるべきではなく、神の民が、もはや西のペリシテ人、東の  
アラム人、南のエドム人、南東のモアブ人、アモン人に悩まされず、霊的支配を確立する

ことを指す。また、エジプトにも神の大能の御手が伸ばされる。<7 つ>は「多くの」とい
う意味。 
 
16節 残される御民の残りの者のために 
   アッシリヤからの大路が備えられる。 
   イスラエルがエジプトの国から上って来た日に、 
   イスラエルのために備えられたように。 

raEßV'yI rv<ïa] AMê[; ra"åv.li hL'êsim. ht'äy>h'w>  WTT Isaiah 11:16 

`~yIr")c.mi #r<a,îme Atßl{[] ~AyðB. laeêr"f.yIl. ‘ht'y>h") rv<Üa]K; rWV+a;me( 

 
<残りの者>(ヘシェアール)→4：3注解。<大路>は、この後のイザヤ書に何回も
出て来る、イザヤ書の統一性を支持する鍵のことばである(19：23、33：8、40：3、
49：11、59：7、62：10)。<アッシリヤからの大路>は、具体的な捕囚からの帰還を
考えるよりも、むしろ、エジプトと対照され、神が南からも北からも<残りの者>を
呼び集められる表現ととる方がよい。最後に、イザヤは、「出エジプト」の大いなる

神のみわざが、新しい時代の起爆力であり、土台であることを強調して、この段落

の預言を閉じる。 
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D 感謝と賛美の歌(12章) 
 
 12 章は、第一部の結びにふさわしい感謝と賛美の歌である。イスラエル人はよく歌を歌
った。夜回りの歌(21:11,12)、酒飲みの歌(22:13)、井戸掘りの歌(民 21:17-18)、嘆きの歌(Ⅱ
サム 1：19-27)とさまざまである。しかし何よりも彼らは、事あるごとに、神への感謝と賛
美の歌を歌った。イスラエル人が、出エジプトの偉大な奇蹟を体験した時、まずしたこと

は、神を賛美することであった(出 15 章)。ダビデがエルサレムを首都と定め、契約の箱を
町に運び入れた時、彼自身が主を賛美し、はねたり踊ったりした(Ⅱサム 6：12-16)。 
 こうした賛美の方法は、出エジプトの時のミリヤムと女たちの歌い方によく示されてい

る。「ミリヤムは人々に答えて歌った」(出 15：21)。「答える」は、「和する」の意味である。
それは、現代音楽の和音でなく、交唱である。一人のリーダーが歌うと、女たちがそれに

和して答え、会衆が和して答えるということを繰り返す。それゆえ、聖書に書かれている

内容だけしか歌わなかったと考えてはならない。出エジプト記 15：21と 15：1とは同じで
あるから、当然ミリヤムは 15：2 以下も歌っていったに違いない。新約では、ヨハネの黙
示録に描かれている天の御座の前での賛美に、よくその姿を見ることができる。例えば、

5:9-14を見ると、9,10節で、聖徒たちが新しい歌を歌い、次に 12節で、御使いたちが大声
で歌い、更に 13節で、天地一切の被造物が賛美し、14節で、四つの生き物がアーメンと言
っている。しかし、賛美はそれで終わるわけでない。ここには、私たちの想像を絶する賛

美の大合唱、交唱、和唱の一部が記録されているにすぎない。 
 以上の賛美の仕方をイザヤ書 12章に当てはめてみると、ここには同じような交唱が考え
られていることがわかる。なぜなら、賛美する者は、1、2節では「あなた」と単数であり、
4-6 節では「あなたがた」と複数だからである。1,2 節にミリヤム、4-6 節に女たち、そし
て、彼女たちの前に、和唱する会衆を想像しつつ歌ってみると、この歌がよく味わえる。

しかし、12章には、もう一つ、3節が挿入されている。これは、12章が賛美のドラマであ
ることを示している。 
 
1節 その日、あなたは言おう。 
   「主よ。感謝します。 
    あなたは、私を怒られたのに、 
    あなたの怒りは去り、 
    私を慰めてくださいました。」 

yBi_ T'p.n:ßa' yKiî hw"ëhy> ^åd>Aa aWhêh; ~AYæB; ‘T'r>m;a'(w>  WTT Isaiah 12:1 

`ynImE)x]n:t.W* ^ßP.a; bvoïy" 

<その日>→2：2,12、4：2、10：20、11：10、11、12：4。<私を怒られた>。10章まで
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に、イスラエルの民が罪と不信のうちに神のさばきの下にある姿を見たが、ここの告白は、

まず、個人的な告白である。罪の悔い改めはまず個人から始まる(→6：5注解)。<あなたの
怒りは去り>の根拠は示されていない。11章のメシヤ預言と残りの者の帰還が、当然前提と
されているからである。<私を慰めてくださいました>。主が怒りを取り去られるだけでな
く、慰め主であることが告白される。すべては神のイニシアチブによって達成された。 
 
2節 見よ。神は私の救い。 
   私は信頼して恐れることはない。 
   ヤハ、主は、私の力、私のほめ歌。 
   私のために救いとなられた。 

yZIÜ['-yKi( dx'_p.a, al{åw> xj;Þb.a, yti²['Wvy> laeó hNE“hi  WTT Isaiah 12:2 

`h['(Wvyli( yliÞ-yhiy>w:) hw"ëhy> Hy"å ‘tr"m.zIw> 

 後半は、出エジプト記 15：2 の繰返しである。イザヤが出エジプト伝承に堅く立ってい
たことがわかる。あの時モーセが「恐れてはいけない」と民を励まし(出 14：13)、それ以
後、イスラエル救済史において、「恐れてはいけない」は重要な神学用語となったが(→7：4
注解)、今、<私は信頼して恐れることはない>と告白される。 
 
3節 あなたがたは喜びながら 
   救いの泉から水を汲む。 

`h['(Wvy>h; ynEßy>[;M;mi !Af+f'B. ~yIm:ß-~T,b.a;v.W  WTT Isaiah 12:3 

 前述のように、賛美の間に行為が挿入される。神は救いであって、一切は神から来るが、

信仰を持った者は、<救いの泉から水を汲む>行為を必要とする(→ヨハ 7：37-38)。ドラマ
形式で賛美がなされながら、その間に、水を汲む行為が繰り返されたのであろう。 
 
4節 その日、あなたがたは言う。 
   「主に感謝せよ。 
    その御名を呼び求めよ。 
    そのみわざを、国々の民の中に知らせよ。 
    御名があがめられていることを語り告げよ。 

Waår>qi ‘hw"hyl;( WdÜAh aWhªh; ~AYæB; ~T,úr>m;a]w:  WTT Isaiah 12:4 

`Am*v. bG"ßf.nI yKiî WryKi§z>h; wyt'_l{yli([] ~yMiÞ[;b'( W[ydIîAh Amêv.bi 
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5節 主をほめ歌え。 
   主はすばらしいことをされた。 
   これを、全世界に知らせよ。 

Ît[;d:îWmÐ ¿t[;D:yUm.À hf'_[' tWaßgE yKiî hw"ëhy> WråM.z:  WTT Isaiah 12:5 

`#r<a'(h'-lk'B. tazOà 

 賛美するものは<あなたがた>と複数になる。また、1,2節では、神への告白と独白形式で
あったのに対し、4-6節では、会衆への語りかけ形式となる。ここに 7つの命令形が用いら
れている。感謝と賛美は、全地への宣教となる。イザヤはマタイの福音書 28：18-20 を先
取りしていた。<その日>→1節。 
 
6節 シオンに住む者。 
   大声をあげて、喜び歌え。 
   イスラエルの聖なる方は、 
   あなたの中におられる、大いなる方。」 

%BEßr>qiB. lAdïg"-yKi( !AY=ci tb,v,äAy yNIroàw" yliîh]c;  WTT Isaiah 12:6 

p `lae(r"f.yI vAdïq. 

<大声をあげて、喜び歌え>。24：14、42：10、11、44：23、52：9、54：1にも同じよ
うな表現が繰り返される。<イスラエルの聖なる方>は、イザヤ独自の表現である(→1：4
注解)。12章の中に用いられている単語、表現は、イザヤ書全体に用いられているものが多
く、イザヤ書の統一性を考察する場合に、重要な示唆を与える。 


